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町
人
文
化
の
勃
興
と
俳
人

　
江
戸
時
代
も
五
代
将
軍
綱
吉
に
至
り
、
世
の
中
は
一
変
し
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
武
力
政
治
か
ら
文
治
主
義
に
移
り
、
元
禄
年
間
（
一
六

八
八
～
一
七
〇
四
）
に
代
表
さ
れ
る
町
民
文
化
が
訪
れ
ま
す
。

　
こ
の
期
間
は
、
大
坂
・
京
都
を
中
心
と
す
る
商
業
都
市
が
繁
栄

し
て
経
済
の
発
展
が
顕
著
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
町
人
の
文
化
が

抬
頭
し
て
庶
民
の
心
に
ゆ
と
り
が
で
き
、
文
学
や
芸
能
な
ど
を
享

楽
す
る
環
境
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
に
松
尾
芭
蕉
（
一
六
四
四
～
一
六
九
四
）
を
取
り
上
げ
ま

す
。
彼
は
国
民
的
な
人
で
俳
諧
の
世
界
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
忍

者
の
伊
賀
上
野
（
三
重
県
）
で
生
育
し
て
の
ち
江
戸
に
住
居
を
構

え
、
俳
諧
を
遊
び
か
ら
芸
術
的
な
境
地
ま
で
昇
華
さ
せ
ま
し
た
。

紀
行
文
「
奥
の
細
道
」
も
単
な
る
旅
日
記
を
離
れ
た
文
章
に
仕
立

て
て
い
ま
す
。
文
章
は
も
ち
ろ
ん
筆
捌
き
も
秀
逸
な
作
品
に
達
し

て
い
ま
す
。

　
一
方
、
芭
蕉
を
慕
っ
て
そ
の
影
響
を
受
け
た
人
物
に
与
謝
蕪
村

が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
蕪
村
（
一
七
一
六
～
一
七
八
四
）
は
京
都
の

人
で
す
が
、
そ
の
名
は
犀
水
先
生
も
ご
執
筆
の
中
国
陶
淵
明
の

「
帰
去
来
辞
」
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
俳
画
を
は
じ

め
点
描
画
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
京
都
の
金こ
ん

福ぷ
く

寺じ

に
あ
る

蕪
村
再
興
の
芭
蕉
庵
の
庭
で
眠
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
両
者
と
も
に
後
世
、
多
く
の
人
に
俳
文
学
・
俳
画
の
道
を

開
い
て
い
ま
す
。

是
を
や
多
て
の
者
し
め
と

し
て
行
道
な
を
春
ゝ
末
春
。

人
々
八
途
中
に
立
な
ら
ひ

て
後
可
け
乃
三
ゆ
る
末
て

八
と
見
送
る
な
る
遍
し
。 

こ
と
し
元
禄
二
と
世
に
や

奥
羽
長
途
能
行
脚
只
か
り

そ
め
に
お
も
ひ
多
ち
て
呉

天
尓
白
髪
能
恨
を
可
さ
ぬ

と
い
へ
と
も
耳
尓
ふ
れ
て

い
末
多
め
尓
…

閑
さ
や
巖
耳
し
み
入
蟬
乃
聲     

芭
蕉
翁

蕪
村
に
よ
る
「
奥
の
細
道
」
の
文
章
（
旅
立
ち
）
と
俳
画

山
形
県
の
山
寺
に
お
け
る
芭
蕉
の
句
碑
拓
本

書蹟入門�　石橋 鯉城 監修  

書蹟の種類�　（江戸時代の日本の書蹟②）　　　　　浅  野  秋  月
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真
草
千
字
文

（
轂こ
く

を
駆か

り
）
纓え
い

を
振ふ
る

う
。
世せ
い

禄ろ
く

は
侈し

富ふ

に
し
て
、
車し
ゃ

駕が 

肥ひ

軽け
い

あ
り
。
策さ
く

功こ
う

の
茂も

実じ
つ

な
る
は
、
碑ひ

に
勒ろ
く

し
て
銘め
い

に
刻こ
く

す
。
磻は
ん

溪け
い

と
（
伊い

尹い
ん

、）

（
驅ク

轂コ
ク

）
振シ
ン

纓エ
イ　

 

世セ

祿ロ
ク

侈シ

富フ　

 

車シ
ャ

駕ガ

肥ヒ

輕ケ
イ　

 

策サ
ク

功コ
ウ

茂モ

實ジ
ツ　

 

勒ロ
ク

碑ヒ

刻コ
ク

銘メ
イ　

 

磻ハ
ン

溪ケ
イ

（
伊イ

尹イ
ン

）
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漢
字
半
紙
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
） 『
真
草
千
字
文
』 

よ
り 「
策
功
茂
實
」
の
四
字
の
臨
書

　
【
用 

具
・
用 

材
】

筆
＝
精
品
蘭
蕊
羊
毫　

墨
＝
顕
微
無
間

紙
＝
松
雪
（
三
多
軒
製
）（

習
い
方
は
25
ペ
ー
ジ
）

『
真
草
千
字
文
』　

18
ペ
ー
ジ
参
照

智
永
（
隋
）
真
草
千
字
文　

第
一
三
一
句
目

　
策サ
ク

功コ
ウ

茂モ

實ジ
ツ

〈
語　

釈
〉

　

 

策
ハ
竹
簡
ヲ
編
ミ
テ
之
レ
ヲ
作
ル
古
ハ
告
命
皆
ナ

之
レ
ヲ
策
ニ
書
ス
功
ハ
勳
績
ナ
リ
勞
劬
以
テ
國
是

ヲ
策
定
ス
ル
ヲ
謂
フ
茂
ハ
盛
ナ
リ
實
ハ
虛
ナ
ラ
サ
ル

ノ
謂
ナ
リ
是
レ
羣
英
忠
實
以
テ
邦
家
ノ
爲
メ
ニ
籌

策
ヲ
運
ラ
シ
嘉
謀
善
計
是
レ
獻
シ
テ
國
富
ミ
兵
强

ク
邦
家
ヲ
泰
山
ノ
安
キ
ニ
置
キ
昇
平
ヲ
致
セ
ル
モ

ノ
ハ
其
籌
策
勳
功
ノ
誠
ニ
茂
實
ナ
ル
ヲ
謂
フ
ナ
リ

　

※ 

勞ロ
ウ

劬ク

…
苦
労　

籌チ
ュ
ウ
サ
ク策…
策
略

〈
大　

意
〉

　

勲
功
髙
き
者
は
記
録
さ
れ
、
後
世
に
そ
の
名

が
実
績
と
し
て
ほ
め
た
た
え
ら
れ
る
。

〈
書
き
方
〉

　

智
永
の
真
草
千
字
文
の
真
蹟
本
に
は
、
時
に

後
人
の
如
く
落
着
か
な
い
部
分
も
あ
る
が
、
こ

の
策
功
茂
實
の
草
書
は
切
れ

0

0

味
も
よ
く
、
俯
仰

法
の
筆
法
に
指
法
も
加
わ
っ
て
、
小
気
味
よ
さ

が
味
わ
え
る
。
こ
こ
で
、「
策
功
茂
實
」
の
一
字

一
字
を
見
て
行
こ
う
。

策
… 

草
冠
は
「

」
の
形
で
、
下
部
に
片
仮

名
の
「

」
と
「

」
が
あ
る
。
こ
の

「

」
の
横
画
は
鋒
で
軽
く
書
き
、
余
力
を

残
し
、「

」
を
書
い
て
最
後
の
点
で
締
め

て
い
る
。

功
… 

偏
の
「

」
か
ら
、
旁
の
「

」
へ
行
く

処
は
ま
さ
に
指
法
に
よ
る
表
現
の
世
界
。

大
字
ば
か
り
習
っ
て
い
る
と
、
こ
の
指
法

に
は
気
付
か
な
い
が
、
手
本
の
偏
と
旁
の

処
を
よ
く
観
察
し
て
み
よ
う
。

茂
… 

「

」
の
草
書
の
よ
う
に
草
冠
は
「

」

「

」
と
な
っ
て
い
る
。
下
部
は
「

」

と
戈
法
の
如
し
で
あ
る
。

實
… 

今
の
常
用
漢
字
は
本
字
の
草
書
形
か
ら
来

て
い
る
。
略
字
と
し
て
も
「

」
は
使
わ

れ
て
い
た
。
冠
と
下
部
の
「

」
を
落

ち
着
か
せ
た
い
。

�

石 

橋 

鯉 

城 

臨　
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【
用 

具
・
用 

材
】

　

筆
＝
永
昌
五
号

　

墨
＝
顕
微
無
間

　

紙
＝
毛
辺

漢
字
半
紙
（
１
級
～
５
級
）『
真
草
千
字
文
』 

よ
り 「
勒
碑
刻
銘
」
の
四
字
の
臨
書

（
習
い
方
は
25
ペ
ー
ジ
）

�

石 

橋 

鯉 

城 

臨　

『
真
草
千
字
文
』　

18
ペ
ー
ジ
参
照

智
永
（
隋
）
真
草
千
字
文　

第
一
三
二
句
目

　
勒ロ
ク

碑ヒ

刻コ
ク

銘メ
イ

〈
語　

釈
〉

　

 

勒
ハ
刻
ナ
リ
碑
ハ
石
ヲ
建
テ
功
績
ヲ
其
上
ニ

書
ス
ル
ヲ
謂
フ
即
チ
碑
文
ナ
リ
刻
ハ
彫
ナ
リ
銘

ハ
志
ナ
リ
韻
語
ヲ
繫
ケ
テ
其
德
ヲ
賛
美
ス
ル
ノ

謂
ニ
シ
テ
即
チ
碑
銘
ナ
リ
是
レ
羣
英
ノ
勳
績

功
勞
ヲ
後
世
ニ
傳
ヘ
テ
名
譽
ヲ
不
朽
ニ
存
セ

シ
ム
ル
カ
爲
メ
ニ
其
傳
ヲ
叙
述
シ
且
ツ
銘
ヲ
繫

ケ
テ
之
レ
ヲ
賛
美
シ
之
レ
ヲ
堅
石
ニ
彫
刻
シ
テ

建
立
ス
ル
ヲ
謂
フ
ナ
リ

〈
大　

意
〉

　

石
碑
に
勲
功
を
彫
り
、
後
世
ま
で
伝
え
た
。

〈
書
き
方
〉

○ 

少
し
、
小
ぶ
り
な
臨
書
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
一
点
一
画
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
起
筆
の

入
り
方
、
送
筆
の
法
、
そ
し
て
収
筆
の
工

合
を
参
考
手
本
と
左
側
の
版
本
の
切
り
抜

き
写
真
を
指
で
追
い
、
よ
く
観
察
し
た
い
。

○ 

筆
を
手
に
取
る
前
の
書
き
方
観
賞
が
大
事
。

こ
れ
を
見
て
何
を
感
じ
、
何
を
表
現
し
た

い
か
を
考
え
よ
う
。
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　【
用 

具
・
用 

材
】

　

筆
＝
永
昌
四
号　

墨
＝
顕
微
無
間

　

紙
＝
毛
辺
（
中
国
製
）

漢
字
半
紙
（
6
級
～
10
級
）

「
知
過
必
改
」
の
四
字
の
臨
書
。「
知
過
」
ま
た
は
「
必
改
」
の
二
字
だ
け
を
書
い
て
の
提
出
も
可
。

�

石 

橋 

鯉 

城 

臨　

（
習
い
方
は
26
ペ
ー
ジ
）

※ 

２
頁
の
真
草
千
字
文
の
印
影
は
真
蹟
本
に
依
っ
て

い
る
が
、
此
処
は
関
中
本
に
依
っ
て
い
る
。
却
っ

て
関
中
本
の
方
に
書
風
の
統
一
性
を
見
る
。
両
者

の
間
の
趣
の
違
い
に
気
が
付
か
れ
た
だ
ろ
う
か
。

関
中
本
『
真
草
千
字
文
』　
18
ペ
ー
ジ
参
照

智
永
（
隋
）
真
草
千
字
文
　
第
四
三
句
目

　
知チ

過カ

必ヒ
ツ

改カ
イ

〈
語
　
釈
〉

　

 

知
ハ
識
ナ
リ
覺
ナ
リ
過
ハ
失
ナ
リ
無
心
ノ
失

之
レ
ヲ
過
ト
謂
フ
必
ハ
果
ナ
リ
極
ナ
リ
改
ハ
更

ナ
リ
換
ナ
リ
是
レ
人
其
非
ヲ
覺
リ
タ
ル
ト
キ
ハ

必
ス
之
レ
ヲ
改
ム
ル
ニ
吝
ナ
ル
可
ラ
ス
過
失
タ

ル
コ
ト
ヲ
識
ル
モ
猶
ホ
更
ム
ル
ナ
ク
シ
テ
其
非

ヲ
遂
ク
ル
ハ
大
人
君
子
ノ
耻
ツ
ル
所
ナ
リ
宜
シ

ク
速
カ
ニ
善
ク
改
メ
心
神
淸
涼
一
點
ノ
汚
塵

ヲ
止
メ
ス
俯
仰
天
地
ニ
耻
チ
サ
ル
ヘ
キ
ヲ
謂
フ

ナ
リ

〈
大
　
意
〉

　

自み
ず
か

ら
の
あ
や
ま
ち
に
気
づ
い
た
な
ら
ば

必
ず
改
む
。

〈
書
き
方
〉

執
筆
の
基
本
に
か
え
る

① 

用
具
を
机
上
に
、
置
く
べ
き
処
に
落
ち
着

か
せ
、
書
く
準
備
を
整
え
る
。

② 

坐
法
を
決
め
る
。
両
足
先
を
引
き
ツ
マ
先

立
ち
の
形
と
し
、
お
尻
を
後
に
押
し
出
し
、

背
筋
を
伸
ば
し
、
前
傾
姿
勢
を
と
る
。

③ 

手
本
は
拡
げ
た
半
紙
の
左
横
少
し
上
の
見

易
い
処
に
。

④ 

半
紙
は
四
字
書
き
用
の
折
り
方
で
四
字
枠

を
作
る
。
上
部
の
字
を
書
く
時
は
、
少
し

手
前
に
引
き
お
ろ
し
て
書
こ
う
。
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か
な
半
紙
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
）

　

左
の
『
関
戸
本
古
今
集
』
よ
り
「
あ
き
の
ゝ
尓
」
か
ら
「
い
さ
と
ふ
ら
盤
む
」
ま
で
の
五
行
を
、
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
臨
書
し
な
さ
い
。

（
原
寸
）

あ
き
の
ゝ
尓に

み
ち
毛も

万ま

と
ひ
ぬ
万ま

つ
む　

し
能の

こ
衛ゑ

春す

る
方
尓に

や
と
や
可か

ら

ま
志し　

秋
野の

ゝ
尓に

人
待
虫
農の

音
春す

な
利り　

我
可か

と
行
て
い
さ
と
ふ
ら
盤は

む

〈
読 

み
〉

秋
の
ゝ
に
道
も
ま
ど
ひ
ぬ
松ま
つ 

虫む
し

の
こ
ゑ
す
る
方か
た

に
や
ど
や
か
ら 

ま
し

秋
の
野
に
人
待ま
つ

虫む
し

の
音
（
こ
ゑ
）す
な
り
我

か
と
行ゆ
き

て
い
ざ
と
ぶ
ら
は
む

〈
大 

意
〉

　

私
は
秋
の
野
に
遊
ん
で
日
も
暮

れ
、
道
も
わ
か
ら
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
人
の
訪
れ
を

待
つ
か
の
よ
う
に
ま
つ
虫
の
声
が

す
る
の
で
、
で
き
る
こ
と
な
ら
一

夜
の
宿
を
借
り
る
こ
と
に
し
よ
う
。

　

秋
の
野
に
人
を
待
つ
虫
の
声
が

聞
こ
え
る
。
私
を
待
っ
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
、
い
ざ
訪
れ
て
み
よ
う
。

（
古
今
和
歌
集 

巻
第
四

 

秋
歌
201
・
202
）

※
原
寸
に
は
拘
ら
な
く
て
よ
い
。



7

課
題
解
説 （
か
な
半
紙
五
段
〜
準
初
段
）

【
ポ
イ
ン
ト
】

○
▲
墨
継
ぎ
の
め
や
す
（
含
墨
量
を
加
減
し
て
ひ
き
し
ま
っ
た
線
を
書
く
事
が
大
切
で
す
）

○　
　
　

漢
字
の
印　

単
体
で
重
く
な
ら
ぬ
よ
う
に

○
漢
字
の
単
体
表
現
と
仮
名
の
多
字
連
綿

○
仮
名
条
幅
へ
の
応
用
を
試
み
た
い

〈
解 

説
〉

　

今
月
の
関
戸
本
臨
書
も
、
筆
の

鋒
先
、
腹
、
弾
力
を
使
い
生
き
た

動
き
の
あ
る
線
で
潤
渇
や
太
細
の

あ
る
美
し
い
か
な
の
歌
二
首
と
見

え
ま
す
が
、
仔
細
に
観
察
す
る
と
、

此
の
二
首
に
は
ど
う
や
ら
全
く
異

な
る
対
照
的
な
二
首
が
並
ん
で
い

ま
す
。
二
首
目
は
、
か
な
学
習
で

漢
字
を
如
何
に
表
現
す
れ
ば
良
い

か
の
好
例
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
き
く
な
り
が
ち
な
漢
字
は
単
体

で
伸
び
や
か
に
、
た
だ
し
重
く
な

ら
ぬ
よ
う
筆
脈
の
あ
る
リ
ズ
ム
で

歯
切
れ
よ
く
書
か
れ
て
い
ま
す
。

二
行
目
で
は
行
間
も
広
く
と
ら
れ

て
い
ま
す
。
二
首
目
を
近
景
と
す

れ
ば
、
一
首
目
は
少
し
遠
く
感
じ

ら
れ
て
遠
景
に
も
見
え
て
、
遠
近

感
の
あ
る
景
色
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
。

 

（
八
尋
光
華
）

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
か
な
用
小
筆

　

墨
＝
か
な
用
和
墨

　

紙
＝
か
な
用
雁
皮

転
折
で
は
筆
の
面
を

し
っ
か
り
返
す

最
終
画
と

次
の
字
の
第
一
画
が

中
心
を
通
る
連
綿

移
動
し
て
連
綿

中
心
を
右
に

転
折
あ
た
っ
て
か
ら

し
っ
か
り
と
返
す

隣
の
行
と
の
字
幅
の

　
　
　
　

く
み
あ
わ
せ
に
注
意

少
し
疎

筆
の
抑
揚
で
線
に
変
化
有

渇
筆
に
な
っ
て
も

紙
に
く
い
こ
ん
だ
線

大
き
く
回
転
し
た
連
綿

筆
脈

リ  
ズ  

ム  

よ  

く

密疎

変
体
が
な
も

漢
字
と
同
じ

調
子
で

鋒
先
を
あ
げ
て

軽
く
反
動
し
た
連
綿

自
然
な（
近
い
）

連
綿

遠
い
連
綿

軽
く
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か
な
半
紙 

（
1
級
～
５
級
）

　

左
の
図
版
の
「
か
さ
ゝ
支
の
」
か
ら
「
ふ
介
尓
け
る　

大
伴
家
持
」
ま
で
を
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
体
裁
よ
く
書
き
な
さ
い
。

か
さ
ゝ
支ぎ

の
わ
多た

せ
る
者は

／
し
尓に

於お

久く

し
毛も

能の

／
志し

ろ
き
を
見
れ
は
夜
／
曽ぞ

ふ
介け

尓に

け
る　
　

大
伴
家
持

〈
出 

典
〉

安
東
聖
空 

「
梅
雪
か
な
帖（
中
）」よ
り

〈
読 

み
〉

か
さ
ゝ
ぎ
の
渡
せ
る
橋

に
お
く
霜
の

白
き
を
見
れ
ば
夜

ぞ
ふ
け
に
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　

大
伴
家
持

〈
大 

意
〉

　

か
さ
さ
ぎ
が
翼
を
並
べ
て
架
け
た

と
い
わ
れ
る
川
の
橋
。

　

そ
れ
に
た
と
え
ら
れ
る
宮
中
の
橋

に
、
真
っ
白
な
霜
が
降
り
て
、
そ
の

白
の
深
さ
を
見
る
に
つ
け
て
も
、
夜

も
い
っ
そ
う
更
け
て
き
た
こ
と
よ
。

（
新
古
今
和
歌
集  

巻
第
六  

冬
歌
620
）
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課
題
解
説 （
か
な
半
紙
１
級
〜
５
級
） 

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
か
な
用
小
筆

　

墨
＝
か
な
用
和
墨

　

紙
＝
か
な
用
雁
皮

〈
解 

説
〉

　

今
月
も
和
歌
一
首
を
四
行
書
き
に
し
ま
す
。

　

ま
ず
は
一
字
一
字
を
し
っ
か
り
見
て
書
く
こ
と
が
大

切
で
す
が
、
お
手
本
を
見
な
が
ら
書
い
て
い
る
と
、
運

筆
が
単
調
に
な
り
線
の
勢
い
が
な
く
な
り
が
ち
で
す
。

書
き
込
ん
で
、
自
分
の
リ
ズ
ム
で
書
け
る
よ
う
に
な
る

と
、
太
い
線
、
細
い
線
も
自
然
な
流
れ
の
中
で
表
現
出

来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
作
品
が
呼
吸
し
て
い
る
と
感

じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
ま
で
書
き
込
ん
で
下
さ
い
。
筆

を
持
つ
時
間
が
な
い
時
は
、
鉛
筆
で
強
弱
を
つ
け
な
が

ら
書
い
て
み
る
の
も
い
い
勉
強
に
な
り
ま
す
。

 

（
甲
谷
景
子
）

ポ
イ
ン
ト

○ 

墨
の
適
度
な
濃
さ
も
大
切
で
す
。
墨
を
濃
く
し
す
ぎ
る
と
、
粘
り
が
出
て
線
の
伸
び
が
な

く
な
り
ま
す
し
、
薄
す
ぎ
る
と
、
全
体
的
に
ゆ
る
く
な
っ
て
、
か
な
本
来
の
美
し
さ
が
表

現
出
来
な
く
な
り
ま
す
。

　

余
白
が
美
し
く
見
え
る
墨
色
の
研
究
を
！

〈
参
考
臨
書
〉

 

（
甲
谷
景
子
臨
）

密
に

支  

①
指
先
を

　
　
　

利
か
せ
て

② 

手
首
全
体
で
紙
面

を
滑
ら
せ
る
よ
う
に

ぐ
っ
と

絞
る
よ
う
に

多  

者  

つ
き
筆

之
↓ 

↓

↓

◎
違
い
を
お
さ
え
て
下
さ
い

尓  

於  

毛  

能  

中
太
に

の
び
や
か
に

ゆ
っ
く
り
ね
ば
り

の
あ
る
線
で

①

　

②

　
　
　
　
　

 

③

太
さ
を
変
え
て

短
く
も
強
く

重
ね
て

隣
の
三
行
目
よ
り
墨
量
を
う
ん
と
減
ら
し
て

介  

含
墨

含
墨

含
墨
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か
な
半
紙 （
６
級
～
10
級
）　　
　

　

左
の
図
版
の
「
け
れ
」
か
ら
「
末
る
」
ま
で
を
半
紙
を
縦
に
使
用
し
て
体
裁
よ
く
書
き
な
さ
い
。

け
れ　

や
那　

む
き　

可
万　

こ
と　

那
久　

り
ぬ　

け
れ　

末
る

【
用
具
・
用
材
】　

 

筆
＝
か
な
細
字
用
筆

 

墨
＝
か
な
用
和
墨 

 

紙
＝
か
な
用
半
紙

（
習
い
方
は
26
ペ
ー
ジ
）

〈
出 

典
〉 

安
東
聖
空 

「
梅
雪
か
な
帖（
上
）」よ
り

〈
解 

説
〉

　

連
綿
の
練
習
の
三
回
目
で
す
。

連
綿
学
習
は
、
か
な
に
は
不
可
欠

な
も
の
で
す
か
ら
、
し
っ
か
り
学

ん
で
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

か
な
文
字
は
、
原
則
、
左
か
ら

始
ま
り
右
で
終
わ
る
た
め
、
連
綿

線
は
右
か
ら
左
へ
向
か
う
斜
線
に

な
る
の
が
普
通
で
す
。
し
か
し
、

場
に
合
わ
せ
て
よ
り
美
し
く
効
果

的
に
つ
な
げ
る
た
め
に
、
連
綿
の

仕
方
は
様
々
に
な
り
ま
す
。

　

お
手
本
の
一
行
目
と
三
行
目
に

「
け
れ
」
が
あ
り
ま
す
が
、
同
一
文

字
の
連
綿
で
あ
っ
て
も
様
子
が
全

く
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
そ
の
一

例
で
す
。

　

連
綿
に
よ
る
文
字
の
位
置
の
移

動
や
運
筆
の
リ
ズ
ム
に
留
意
し
て

書
い
て
下
さ
い
。 

（
川
島
史
子
）

※ 

な
お
、
仮
名
の
基
本
学
習
は
、

単
体
、
連
綿
、
変
体
仮
名
、
古

筆
の
臨
書
へ
と
進
め
ら
れ
ま
す
。
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新
和
様
半
紙
　
専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
）　　
参
考
手
本　

※
半
紙
を
縦
に
し
て
使
用

永 

井 

香 

樹 

書

耐
え
る
心
に　

新
た
な
力
が
湧
く
も
の
だ　

全
て
そ
れ
か
ら
で
あ
る　

本
田
宗
一
郎
の
言
葉

〈
作 

者
〉

　

 

本
田
宗
一
郎

 

（
一
九
〇
六
～
一
九
九
一
）

○ 

文
言
を
音
読
し
て
、
構
成
を
工
夫

し
ま
し
ょ
う
。

○ 

「
耐
え
る
心
」
を
し
っ
か
り
と
書

い
て
、
二
行
目
に
三
行
目
を
添
わ

せ
ま
し
た
。

○ 

各
文
字
の
大
き
さ
に
見
合
う
行
間

を
あ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

○ 

行
の
響
き
合
い
を
大
切
に
し
て
、

文
言
が
伝
わ
る
よ
う
工
夫
し
ま

し
ょ
う
。

○ 

本
文
と
、
教
室
名
・
氏
名
の
行
間

を
空
け
ま
し
ょ
う
。

○ 

余
白（
字
間
・
空
間
）は
要
白
で
す
。

（
習
い
方
は
26
ペ
ー
ジ
）

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
八
号
和
筆　

全
部
お
ろ
す

　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
手
漉
半
紙
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新
和
様
半
紙
（
1
級
～
10
級
）　

参
考
手
本　

※
半
紙
を
縦
に
し
て
使
用

散
り
ぎ
は
ゝ
錦
な
り
け
り
蔦
紅
葉 

〈
作 

者
〉
永
井
荷
風
（
一
八
七
九
～
一
九
五
九
）

石 

橋 

鯉 

城 

書

〈
大 

意
〉

　

蔦つ
た

紅も
み
ぢ葉
は
、
散
り
際
こ
そ
が
錦
を

飾
っ
て
美
し
い
。

〈
解 

説
〉

○ 

墨
は
淡
墨
で
余
白
に
溶
け
込
む
よ
う
に
。

○ 

字
数
も
十
三
字
と
少
な
い
の
で
、
字

粒
は
や
ゝ
大
き
目
に
す
る
。

○ 

行
立
て
は
、
三
行
で
左
右
の
余
白
の

残
し
方
を
参
考
に
。

○ 

字
の
大
小
、
字
間
、
行
間
の
取
り
方

に
留
意
し
て
、
萎
縮
し
な
い
よ
う
に

書
き
た
い
。

〈
書
き
方
〉

○ 

用
紙
は
黄
色
の
中
国
製
「
毛
辺
紙
」。

用
紙
の
色
に
合
わ
せ
て
、
墨
は
千
壽

墨
の
三
十
年
物
を
軽
く
磨
っ
て
使
っ

た
。
い
つ
も
使
用
の
端
渓
硯
を
使
用
。

○ 

「
散
り
ぎ
は
ゝ
錦
な
り
け
り　

蔦
紅
葉
」

十
三
文
字
を
半
紙
に
三
行
で
書
い
て
い

る
。
そ
の
為
、
一
字
〳
〵
も
相
当
大
き

く
書
い
て
い
る
。
筆
は
、
長
鋒
の
中
筆
、

超
長
鋒
に
近
い
特
製
の
も
の
使
用
。

○ 

紙
面
上
に
濃
淡
の
変
化
を
つ
け
て
明

暗
を
表
現
す
る
。

　

 

例
え
ば
一
、
二
行
目
の
下
部
は
墨
も
少

な
く
、
軽
や
か
に
、
三
行
目
は
締
め
の

意
も
込
め
て
多
少
色
濃
く
表
現
。

　

 「
蔦
紅
葉
」
の
三
字
が
一
行
目
に
対
応

し
て
「
止
メ
」
の
雰
囲
気
を
作
る
。

○ 

全
体
と
し
て
横
画
を
平
ら
に
書
き
穏

や
か
な
表
情
を
出
し
、「
錦
な
り
」
の

「
な
り
」
の
処
で
は
「
な
」
の
終
り
の

結
び
か
ら
「

」
の
よ
う
に
続

け
て
書
く
方
法
も
あ
る
。

（
習
い
方
は
26
ペ
ー
ジ
）

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
細
字
用
長
鋒
羊
毫
筆

　

墨
＝
顕
微
無
間　

油
煙
淡
墨

　

紙
＝
毛
辺
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石
橋
鯉
城
書

新
和
様
条
幅
　
専
門
部 （
五
段
～
準
初
段
）　
参
考
手
本　

※  

新
和
様
条
幅
は
新
和
様
半
紙
の
有
段
者
対
象
。
条
幅
初
出
品
の
場
合
は
、
準
初
段
か
ら
の
出
品
と
な
り
ま
す
。 

　
　
　

藁
屋
根
に
迫
る
楓
の
一
も
と
の
梢
赤
き
が
日
暮
れ
な
む
と
す　
　
〈
作 

者
〉
岡お
か　

麓ふ
も
と（
一
八
七
七
～
一
九
五
一
）

　
　
　
　
　
〈
大 

意
〉 

わ
ら
屋
根
に
迫
っ
て
育
つ
楓
の
紅
葉
が
鮮
や
か
だ
。
偶
然
に
も
日
暮
れ
よ
う
と
す
る
西
陽
が
差
し
か
か
り
、 

一
層
美
し
い
。

【
用
具
・
用
材
】

　

筆
＝
白
鶴
展
翼
（
中
国
製
筆
）

　

墨
＝
顕
微
無
間

　

紙
＝
不
二

〈
解
説
〉

○ 

冒
頭
は
重
さ
を
考
え
小
さ
目
の
漢
字
で
表
現

し
た
。

○ 

「
楓
」
は
大
切
な
秋
を
代
表
す
る
紅
葉
な
の

で
強
弱
、
明
暗
を
考
え
、
木
偏
は
太
目
に
、

画
数
の
多
い
「
風
」
は
鋒
先
を
使
っ
て
軽
快

に
。

○ 

「
一
」
前
後
に
余
白
を
と
り
、
太
目
に
点
が

動
い
た
か
の
如
く
書
き
存
在
感
を
。

○ 

二
行
目
は
「
赤
き
が
日
」「
暮
れ
な
む
と
す
」

の
二
区
切
り
で
ま
と
め
て
い
る
。

 

（
用
紙　

画
仙
紙
半
折
・
た
て 

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　

※
10
月
号
20
頁
課
題
予
告
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。
左
記
の
通
り
訂
正
の
上
、
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

　

（誤）
「
わ
ら
や
ね
に
～
蛸
赤
き
が
～
」　

→　

（正）
「
わ
ら
や
ね
に
～
梢
赤
き
が
～
」

①②
③

④

で
も
よ
い

①
訥
々
と
書
き
始
め
て
、
文
字
の
横
画
の
右
肩
の
ア
ガ
ル
の
を
避
け
る
。
②
国
字
の
縦
書
き
の
表
現
形
式
の
伝
統
を
守
る
。

③
点
線
で
囲
ま
れ
た
字
を
石
コ
ロ
の
よ
う
に
並
べ
る
。

④ 

７
頁
の
八
尋
先
生
の
関
戸
本
の
課
題
解
説
を
理
解
し
、 

新
和
様
の
条
幅
作
品
と
し
て
も
応
用
さ
れ
た
い
。

一
区
切
り　
　

一
区
切
り　
　
　

二
区
切
り

二
区
切
り

二
区
切
り　
　

三
区
切
り　
　

①
② ③④
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牛
橛
捨
於
分
段
之
郷
。
騰
遊
无
礙
之
境
。
若
存
託□
生
。

牛ぎ
ゅ
う

橛け
つ　

分ぶ
ん

段だ
ん

の
郷き

ょ
う

を
捨す

て
、
无む

礙げ

の
境き

ょ
う

に
騰と

う

遊ゆ
う

せ
ん
こ
と
を
。
若も

し
託た

く

生し
ょ
う

を
存そ

ん

す
れ
ば
、（
天
上
の
諸
佛
所
に
生
ぜ
ん
こ
と
を
。）

牛
橛
造
像
記
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漢
字
条
幅 

専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
）　

牛
橛
造
像
記
よ
り
「
牛
橛
捨
」
か
ら
「
无
礙
之
境
」
ま
で
を
臨
書
し
な
さ
い
。 

（
用
紙　

画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

林 田 香 濤 臨

漢
字
条
幅 （
１
級
～
10
級
） 　

参
考
手
本 

　
　
　
　

 

（
用
紙　

画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

小 久 保 嶺 石 書

　

月
明
秋
水
寒

　
　
　
〈
読 

み
〉
月
明
ら
か
に
し
て
秋
水
寒
し　
　
〈
作 

者
〉
李り

白は
く

（
七
〇
一
～
七
六
二
）　
「
賦
得
白
鷺
鷥
送
宋
少
府
入
三
峡
」

　
　
　
〈
大 

意
〉
月
は
明
る
く
、
秋
の
水
は
冷
た
い
。

　

牛
橛
捨
於
分
段
之
郷　

騰
遊
无
礙
之
境

　
　
　
〈
時 

代
〉
北
魏
（
四
九
五
年
）

　
　
　
〈
大 

意
〉
牛
橛
が
輪
廻
の
迷
い
の
境
界
を
離
れ
、
無
礙
自
在
の
天
上
界
に
遊
び
ま
す
よ
う
に
。

（
解
説
は
27
ペ
ー
ジ
）

（
解
説
は
27
ペ
ー
ジ
）
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か
な
条
幅 

専
門
部
（
五
段
～
準
初
段
）　
参
考
手
本 　

※
変
体
が
な
の
使
用
、 

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由 

　
（
用
紙 

か
な
用
画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

 中 村 清 徳 書

か
な
条
幅 （
１
級
～
10
級
）　

参
考
手
本 　

※
変
体
が
な
の
使
用
、 
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由 

（
用
紙 

か
な
用
画
仙
紙
半
折
・
た
て

136
㎝
×
よ
こ
35
㎝
）　　

　

遠
山
耳に

日
の
安あ

太た

李り

多た

る
枯
野
可か

奈な

　
　
　
〈
読 

み
〉
遠と

お

山や
ま

に
日
の
当あ

た

り
た
る
枯か

れ

野の

か
な　
　
〈
出 

典
〉
高
浜
虚
子
（
一
八
七
四
～
一
九
五
九
）

　
　
　
〈
大 

意
〉
日
の
か
げ
っ
た
枯
野
を
歩
い
て
行
く
と
、
行
く
手
の
遠
く
に
見
え
る
山
の
頂
に
ぽ
っ
か
り
と
日
が
当
た
っ
た
。

内 堀 信 嶺 書

　

白
露
爾尓（
に
）可か

せ
の
ふ
幾き

し
く
秋
の
野
八は

つ
ら
ぬ
起き

と
免め

怒ぬ

玉
楚ぞ

ち
利り

介け

類る

　
　
　
〈
読 

み
〉 

白し
ら

露つ
ゆ

に
風か
ぜ

の
吹ふ

き
し
く
秋あ
き

の
野の

は
つ
ら
ぬ
き
と
め
ぬ
玉た
ま

ぞ
散ち

り
け
る　
〈
出 

典
〉
後
撰
集　

巻
六　

秋
歌　

文ふ
ん

屋や
の

朝あ
さ

康や
す

（
百
人
一
首
37
）

　
　
　
〈
大 

意
〉 

草
葉
の
上
に
一
面
に
置
い
た
白
露
に
、風
の
し
き
り
に
吹
く
秋
の
野
は
、そ
の
飛
び
散
る
さ
ま
が
、
ち
ょ
う
ど
緒
で
貫
き
と
め
て
な
い
玉（
真
珠
）が
乱
れ
散
る
よ
う
に
見
え
る
こ
と
だ
な
あ
。

（
解
説
は
27
ペ
ー
ジ
）

（
解
説
は
27
ペ
ー
ジ
）



教
室
名

氏　

名

月

別

出
品
券

を
貼
る

切りとって提出してください（コピーも可）

・ 月別出品券（65 ページ）とバーコード出品券（段級欄に「実用」
と記入）を左下に貼付してください。

実
用
書 

（
随
意
課
題
）

　

梅
雪
手
紙
帖
よ
り
（
安
東
聖
空
）

○ 

出
品
用
紙
は
、
下
側
に
示
し
た
清
書
用
紙
で
も
、 

こ
れ
を
コ
ピ
ー
し
て
書
い

て
も
結
構
で
す
。 

洋
紙
に
書
く
こ
と
を
こ
こ
で
は
原
則
と
し
ま
す
。

も
者は

や
本
年
も
残
利り

少
く
な
り
ま
し
た

日
頃
八は

ご
無
沙
汰
ば
可か

り
い
多た

し
ま
志し

て
何
と
も
申
譯
ご
ざ
い
ま
せ
ん

此
の
菓
子
折
八は

誠
尓に

失
礼
で
八は

ご
ざ
い
ま
す
可が

参
考
の
小
筆

・
白
楽

・
玉
梓

・
選
毫
圓
健
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新
和
様
半
紙

左
の
短
歌
を
、 

半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
尊
重
）  

路み
ち

傍ば
た

の
切き
り

石い
し

の
上う
へ

に
腕
拱く

み
て
空
を
見み

上あ

ぐ
る
男を
と
こ

あ
り
た
り

〈
大
意
〉  

道
路
脇
の
敷
石
の
上
に
立
ち
、
腕
組
み
を
し
て
空
を
見
上
げ
て
い
る
男
が
い
た
。

〈
作
者
〉 

石
川
啄
木 

（
一
八
八
六
～
一
九
一
二
）　　
〈
出
典
〉 

新
編
啄
木
歌
集
（
岩
波
文
庫
）

自
運
＝
与
え
ら
れ
た
課
題
語
句
を
自
運
作
品
と
し
て
用
紙
と
筆
を
選
び
墨
の
磨
り
工
合
を
工
夫
し
、

書
作
品
と
し
て
造
型
す
る
こ
と
。
そ
れ
故
、
先
生
に
手
本
を
書
い
て
も
ら
う
こ
と
は
避
け
た
い
。
作

品
制
作
に
当
っ
て
は
、
古
典
か
ら
の
集
字
な
ど
を
試
み
て
始
め
る
の
も
よ
い
。
参
考
図
書
と
し
て
は
、

現
代
字
体
字
典
（
講
談
社
）、
五
體
字
類
（
西
東
書
房
）、
大
字
典 （
講
談
社
）、
古
典
か
な
字
鑑
（
書

藝
文
化
新
社
）、広
辞
苑 （
岩
波
書
店
）、古
語
辞
典 （
旺
文
社
） 

な
ど
を
見
た
い
。

　

今
月
の
競
書
課
題  

専
門
部  

今
月
の
出
品
期
間
11
月
１
日

（月）
～
11
月
８
日

（月）
必
着

か 

な 

条 

幅

左
の
和
歌
を
、
画
仙
紙
半
折 （ 

136
㎝
× 

35
㎝
）

 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
変
体
が
な
の
使
用
、 

漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
） 

〈
大
意
〉  

秋
の
野
を
分
け
て
い
く
袖そ
で

を
濡
ら
す
露
で
、
移
り
移
り
し
て
、
わ
た
し
の
袖
は
、
い
ろ
い

ろ
な
花
の
香
が
す
る
こ
と
だ
。

〈
出
典
〉 

新
古
今
和
歌
集　

巻
第
四　

秋
歌
上
335　

秋
の
野
を
分
け
行ゆ

く
露つ
ゆ

に
う
つ
り
つ
ゝ
わ
が
衣こ
ろ
も

手で

は
花
の
香か

ぞ
す
る

※
課
題
及
び
課
題
の
文
字
は
変
更
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

12 月号課題予告
新
和
様
条
幅

か
な
条
幅

漢
字
条
幅

新
和
様
半
紙

か
な
半
紙

漢
字
半
紙

い
い
言
葉
だ
ま
つ
た
く
素
朴
な
雄
弁
だ
村
長
さ
ん
だ
な
と
林
檎
む
い
て
る （
北
原
白
秋
）

冬
枯が

れ
の
森
の
朽く

ち

葉
の
霜
の
上う

へ
に
落
ち
た
る
月
の
影
の
寒
け
さ 

（
新
古
今
和
歌
集
607
）

身
外
水
天
銀
一
色　

城
中
有
此
月
明
無 

（
范
成
大　

田
園
四
時
雑
興
）

頬
に
つ
た
ふ
な
み
だ
の
ご
は
ず
一
握
の
砂
を
示
し
し
人
を
忘
れ
ず 

（
石
川
啄
木
）

あ
さ
ぼ
ら
け
有
明
の
月
と
見
る
ま
で
に
吉
野
の
里
に
降
れ
る
白
雪 

（
古
今
和
歌
集
332
）

安
知
夜
々
心 

（
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅱ　

宋 

欧
陽
脩
）

新
和
様
条
幅

左
の
短
歌
を
、
画
仙
紙
半
折 （ 

136
㎝
× 

35
㎝
）

 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
は
尊
重
）  

〈
大
意
〉  

連
な
っ
て
浮
か
ん
で
い
る
鴨
の
動
き
を
見
て
い
る
と
、
波
の
う
ね
り
が
こ
と
さ
ら
に
大

き
く
見
え
る
こ
と
だ
な
あ
。

〈
作
者
〉 
北
原
白
秋
（
一
八
八
五
～
一
九
四
二
）　　
〈
出
典
〉 

北
原
白
秋
歌
集
（
岩
波
文
庫
）

つ
ら
つ
ら
に
鴨
の
泛う

き
来
る
蒼
の
波
う
ね
り
大
き
く
見
え
に
け
る
か
も

会
友
～
準
六
段

漢 

字 
半 
紙

〈
出
典
〉

   

『
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅱ　

宋 

欧
陽
脩
』

〈
読
み
〉 

千せ
ん

里り

共と
も

に
照て

ら
す
と
雖い
え
ど

も

〈
大
意
〉 

遠
く
離
れ
て
い
る
私
た
ち
二
人
を
月
が
照
ら
す
。

 

浮
雲
吐
明
月　

流
影
玉
階
隂　

千
里
雖
共
照

 

安
知
夜
々
心　
　
　

欧
陽
脩

 

千
里
雖
共
照

漢 

字 

条 

幅

左
の
語
句
を
、
画
仙
紙
半
折 （
136
㎝
× 

35
㎝
） 

を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
書
体
自
由
） 

〈
読
み
〉 

中
秋
の
全
景
潜
夫
に
属
す
。
棹
を
空
明
に
入
れ
て
太
湖
を
看
る
。

〈
大
意
〉  

中
秋
の
名
月
に
照
ら
さ
れ
る
全
て
の
景
色
は
隠
者
の
も
の
。
澄
み
き
っ
た
水
に
映
る
月

影
に
棹
さ
し
て
太
湖
を
遊
覧
す
る
。

〈
出
典
〉『
鳴
鶴
作
品
草
稿
集
Ⅱ　

范
成
大 

田
園
四
時
雑
興
』

※
「
中
秋
全4

景
」
は
右
の
図
版
の
通
り
で
も
よ
い
が
一
般
的
な
書
き
方
で
も
よ
い
。

中
秋
全
景
属
潜
夫

棹
入
空
明
看
太
湖

左
の
短
歌
を
、 

半
紙
を
縦
使
用
、
自
運
縦
書
き
。

（
変
体
が
な
の
使
用
、
漢
字
・
か
な
の
書
き
換
え
自
由
）  

か 

な 

半 

紙

秋
風
の
吹ふ
き

あ
げ
に
た
て
る
白し
ら

菊ぎ
く

は
花
か
あ
ら
ぬ
か
浪な
み

の
よ
す
る
か

〈
大
意
〉

   

吹
き
上
げ
る
「
吹
上
の
浜
」
に
立
っ
て
い
る
白
菊
は
花
で
あ
ろ
う
か
、
波
が
打
ち
寄
せ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

〈
作
者
〉

  

菅
原
道
真
（
古
今
和
歌
集　

巻
第
五　

秋
歌
下
272
）
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　下の 「法華経」 （見開き12 行） か、 次頁「般若心経」 一巻のどちらかを選んで清書し出品してください。

123456

〈
解
　
説
〉

石 

橋 

鯉 

城

不二細字研究室　（会友〜１級）　　　国寶　法隆寺伝来細字法華經（擴大率二倍） 

（
一
）
心
求
佛
。
滿
萬
二
千
歲
已
。
得
現
一
切
色
身
三

昧
。
得
此
三
昧
已
。
心
大
歡
喜
。
卽
作
念
言
。
我
得

現
一
切
色
身
三
昧
。
皆
是
得
聞
。
法
華
經
力
。
我

今
當
供
養
。
日
⺼
淨
明
德
佛
。
乁
法
華
經
。
卽
時

入
是
三
昧
。
於
虛
空
中
。
雨
曼
陀
羅
華
。
摩
訶
曼

陀
羅
華
。
細

堅
黑
栴
檀
。
滿
虛
空
中
。
如
雲
而

（
一
）
心
に
仏
を
求
む
る
こ
と
、
万
二
千
歳
を
満み
た

し
已
り
て
、
現げ
ん

一い
っ

切さ
い

色し
き

身し
ん

三ざ
ん

昧ま
い

を
得
た
り
。

こ
の
三
昧
を
得え

已
り
て
、
心
大
い
に
歓
喜
し
て
即
ち
念お
も

言い

を
作
す
『
わ
れ

現
一
切
色
身
三
昧
を
得
た
る
は
、
皆
こ
れ
法
華
経
を
聞
く
こ
と
を
得
し
力
な
り
。

わ
れ
今
、
当
に
日
月
浄
明
徳
仏
及
び
法
華
経
を
供
養
す
べ
し
』
と
。
即た
だ

時ち

に

こ
の
三
昧
に
入
り
て
、
虚
空
の
中
に
お
い
て
、
曼ま
ん

陀だ

羅ら

華け

・
摩ま

訶か

曼ま
ん

陀だ

羅ら

華け

・

細
抹
の
堅
き
黒
き
栴せ
ん

檀だ
ん

を
雨ふ

ら
し
、
虚
空
の
中
に
満み
た

し
て
、
雲
の
如
く
に
し
て
下く
だ

し
、

心求佛滿萬〜⺼淨明德佛の百九十一字を清書して出品。

２

１

３
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全
文
音
読
し
て
和
漢
混
淆
文
の
響
き
の
美
し
さ
に
触
れ
ま
し
ょ
う
。

　
　
　

図
版
中
文
字
で
、
判
然
と
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、
経
典
の
「
釈
文
」
中
の
同
字
の
書
き
方
に
倣な
ら
っ
て
書
き
ま
す
。 

清
書
の
氏
名
の
後
に 「
謹
寫
」 

ま
た
は 「
敬
寫
」 
の
二
字
を
書
き
添
え
ま
す
。

　下の 「法華経」 （見開き12 行） か、 次頁「般若心経」 一巻のどちらかを選んで清書し出品してください。

789101112

下
。
又
雨
海
此
岸
。
栴
檀
之
香
。
此
香
六
銖
。
價
直

娑
婆
世
界
。
以
供
養
佛
。
作
是
供
養
已
。
從
三
昧

起
。
而
自
念
言
。
我
雖
以
神
力
。
供
養
於
佛
。
不
如

以
身
供
養
。
卽
服
諸
香
。
栴
檀
薰
陸
。
兜
樓
婆
。
畢

力
迦
。
沈
水
。
膠
香
。
又
飮
瞻
蔔
。
諸
華
香
油
。
滿

千
二
百
歳
已
。
香
油
塗
身
。
於
日
⺼
淨
明
德
佛
（
前
。）

又
、
海か
い

此し

岸が
ん

の
栴せ
ん

檀だ
ん

の
香
を
雨
ら
す
。
こ
の
香
の
六
銖し
ゅ

は
価
あ
た
い

娑し
ゃ

婆ば

世せ

界か
い

に
直あ
た

り
、

以
っ
て
仏
に
供
養
し
た
て
ま
つ
る
。
こ
の
供
養
を
作
し
已
り
て
、
三
昧
よ
り
起
ち
て

自
ら
念お

言も

う
『
わ
れ
神
力
を
以
っ
て
仏
を
供
養
し
た
て
ま
つ
れ
り
と
雖
も
、

身
を
以
っ
て
供
養
せ
ん
に
は
如し

か
ず
』
と
。
即
ち
諸
の
香
た
る
栴せ
ん

檀だ
ん

・
薫く
ん

陸ろ
く

・
兜と

楼ろ

婆ば

・

畢ひ
つ

力り
き

迦か

・
沈じ
ん

水す
い

・
膠
き
ょ
う

香
を
服
し
、
又
、
瞻せ
ん

蔔ぼ
く

の
諸
の
華
の
香
油
を
飲
む
こ
と

千
二
百
歳
を
満み
た

し
已
り
て
香
油
を
身
に
塗
り
、
日
月
浄
明
徳
佛
の
（
前み
ま
えに
お
い
て
、）

４

５
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（石橋鯉城）

課 　題 　解 　説
漢字半紙　五段〜準初段 （真草千字文）

今月の出品期間
11月１日（月）〜 11月８日（月）必着

漢字半紙　1級〜5 級 （真草千字文）

（石橋鯉城）

▼
規
定
…
左
の
語
句
を
刻
し
な
さ
い
。 （
朱
白
自
由
・
大
き
さ
は
４
セ
ン
チ
角
以
内
）

▼
随
意
… 

好
き
な
語
句
を
刻
し
な
さ
い
。（
朱
白
自
由
・
大
き
さ
は
4
セ
ン
チ
角
以
内
） 

○ 

作
品
は 「
半
紙
横
1  」 

を
縦
長
に
し
て
体
裁
よ
く
押
印
し
、 

印
影
を
提
出
。 

○
巻
末
の
出
品
要
項
を
よ
く
読
ん
で
ご
出
品
く
だ
さ
い
。 

蘭
飛
馨

▼
随
意
…
左
に
示
す
平
が
な
に
運
筆
の
呼
吸
を
吹
き
込
ん
で
生イ
ノ
チ命
あ
る
字
に
仕
立
て
な
さ
い
。

 

（
書
体
自
由
） 

仮
名
の
成
り
立
ち
「
爲
」
を
考
え
て
創
作
す
る
こ
と
。

〈
お
す
す
め
の
用
具
・
用
材
〉

一
字
書 

100
枚
（
夾
宣
）

特
選
一
字
書 

100
枚
（
夾
宣
）

作
品
の
左
下
に
教
室
名
･
氏
名
･
会
員
番
号
を
鉛
筆
で

記
入
の
こ
と
。

ゐ
←月別出品券

←バーコード

←―― 　35cm  ――→

←
―　

34 

cm　

―
→

不
二
篆
刻
研
究
室

〈
読
み
〉 ［
音
］
ジ 

［
訓
］
や
（
め
る
）・
こ
と
ば
・
こ
と
わ
（
る
）

〈
意
味
〉 

や
め
る
。こ
と
わ
る
。こ
と
ば
。言
語
。ふ
み
。文
章
。

〈
お
す
す
め
の
用
紙
〉

萬
象 

50
枚
（
夾
宣
）

作
品
の
左
下
に
教
室
名
･
氏
名
･
会
員
番
号
・
段
級
を

鉛
筆
で
記
入
の
こ
と
。

画
数
が
多
い
の
で
先
ず
画
数
を
数
え
た
い
。

ヒ
ン
ト  

「
ノ
ツ
マ
冂
ム
ヌ
」「
辛
」

〈
読
み
〉
蘭ら

ん

、
馨け
い

を
飛
ば
す
。

〈 

大
意
〉 

蘭
の
花
が
芳
香
を
遠
く
ま
で
た
だ
よ
わ
せ
て
い
る
。

辭
←月別出品券

←バーコード

←―   53cm  ―→

←
―
―　

 

58 

cm　

 

―
―
→

▼
規
定
…
左
に
示
す
漢
字
を
一
筆
書
と
し
て
墨
継
ぎ
す
る
こ
と
な
く「
書
」し
な
さ
い
。

 

（
書
体
自
由
） 

一 

字 

書

○ 

バ
ー
コ
ー
ド
は
、 

段
級
欄
に 

「
一
字
書
規
定
○
段 

（
級
）」
ま
た
は
「
一
字
書
随
意
」 

と

書
い
て
貼
付
し
て
く
だ
さ
い
。 （
規
定
の
方
は
段
級
を
忘
れ
ず
に
） 

○
落
款
は
印
の
み
か
一
字
に
雅
印
ぐ
ら
い
で
。 

○
巻
末
の 「
競
書
出
品
要
項
」 

を
よ
く
読
ん
で
ご
出
品
く
だ
さ
い
。 

用
筆
法
で
難
し
い
の
は
、
左
払
い
が
一
番
で
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
縦
画
で
字
が
立
つ
の
で
す
。縦

画
を

見
れ
ば

そ
の
人
の

書
歴
が

見
え
る

ぐ
ら
い

大
事
な

筆
遣
い

な
の
で
す

　

轉
折
を
ま
ろ
や
か
に
、
筆
の
鋒
先
の
向
き
が
自
然
と
変
わ
る
よ
う
に

　

そ
れ
ぞ
れ
字
の
縦
画
に
注
目
し
、
横
画
は
添
え
る
が
如
く
書
き
た
い
。
脱
力
が
一
番
。
筆
を
優
し
く
つ
ま
も
う
。

頭
大
脚
小
に

中
心
を
考
え
て

　
　
　

書
き
た
い

策
の
筆
冩
體

　

① 

　

② 

　

③ 

竹
冠
は
「

」
の
形
で

　

策
は
筆
冩
の
體
で

に「

」を
載
せ
る

　
　
　

  

＝

　
　
　
（

）

指
法
で

　

小
ジ
ン
マ
リ
と

頭
大
の
ウ
冠
と

　
　
「

」

下
は
戈か

法ほ
う

の

　
　
　

ご
と
く
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漢字半紙　６級〜10 級 

新和様半紙　五段〜準初段

かな半紙　６級〜10 級

新和様半紙　1級〜10 級

（石橋鯉城）

（永井香樹）（石橋鯉城）

（川島史子解説）

「
な
り
け
り
」
は

　

鋒
先
を
使
い

　
　
　

軽
く
書
く

「
本
田
宗
一
郎
の
言
葉
」
を
入
れ
て
本
文
で
す

ひ
と
ま
と
め

ひ
と
つ
づ
き
で

二
行
目
に
添
わ
せ
る

墨
継
ぎ「
そ
れ
か
ら
」を
ひ
と
ま
と
め
に

平
仮
名
の
つ
づ
き
の
箇
所
は

文
節
を
考
慮
し
て
字
間
を
あ
け
る

○間

○間

○間

○間○間

○間

筆
の
鋒
先
が

此
処
で
立
つ

1 ２

３
４

５

と
書
く
こ
と
も
あ
る

旁

偏

間
（
フ
ト
コ
ロ
）

旁
偏

「
け
」の
最
終
画
を
ま
っ
す
ぐ

下
ろ
し
て「
れ
」の
一
画
目
に
す
る

下
の
文
字
が

右
へ
移
動

「
や
」の
最
終
画
を
左
に
運
ん
で

下
ろ
し
、「
那
」の
一
画
目
に
入
る

意
連

中
太

下
の
文
字
が

右
へ
移
動

受
け
て
入
る

受
け
て
入
る

下
の
文
字
が

右
へ
移
動

筆
を
引
き
上
げ
て

反
動
さ
せ
る

筆
を
引
き
上
げ
て

反
動
さ
せ
る

起
筆
は
鋒
先
を
上
に
し
て
す
っ
と
入
る
。

△
か
ら•

ま
で
、
線
を
切
ら
ず
に
続
け
て
書
く
。

○
は
、
筆
を
し
っ
か
り
当
て
て
面
を
返
す
。

1

２

３

４

５

1
２

３
４

1

２

３

４



27

漢
字
条
幅　

１
級
～
10
級

（
小
久
保
嶺
石
）

○ 

五
文
字
作
品
と
し
て
の
体
裁
を
考
え
、
構
成
の

上
で
文
字
の
字
形
・
墨
色
・
バ
ラ
ン
ス
な
ど
に

留
意
す
る
。

○ 

東
晋
王
羲
之
や
宋
代
黄
山
谷
、
犀
水
千
字
文
な

ど
を
参
考
に
す
る
。

月
… 

含
墨
し
、
ど
っ
し
り
と
。
二
つ
の
点
は
向
き

を
変
え
な
が
ら
低
い
位
置
に
。

明
… 

明
る
く
動
き
の
あ
る
表
情
。
一
字
目
の「
月
」

と
趣
を
変
え
る
。

秋
… 

火
の
１
画
目
を
中
心
に
い
れ
て
、
偏
旁
を
纏

め
る
。
火
の
縦
画
は
突
い
て
か
ら
直
筆
で
。

水
… 

こ
こ
で
含
墨
す
る
が
、
ゆ
っ
く
り
運
筆
し
て

渇
筆
も
加
え
た
い
。

寒
… 

ウ
冠
は
膨
ら
ま
せ
る
よ
う
に
し
て
下
の
空
間

を
つ
く
る
。
中
心
軸
を
意
識
す
る
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
和
筆
・
羊
毫
長
鋒　

墨
＝
和
墨
・
油
煙
墨

紙
＝
中
国
画
仙
紙

漢
字
条
幅　

五
段
～
準
初
段

（
林
田
香
濤
）

　
「
牛ぎ

ゅ
う

橛け
つ

造ぞ
う

像ぞ
う

記き

」（
四
九
五
年
）
は
北
魏
の
造

像
体
と
呼
ば
れ
る
雄
健
な
書
風
の
楷
書
で
あ
る
。

初
唐
風
の
楷
書
と
は
違
う
力
強
さ
、
た
く
ま
し
さ

を
し
っ
か
り
と
捉
え
て
い
く
の
が
目
標
で
あ
る
。

○ 

用
筆
… 

起
筆
・
大
き
く
角
ば
る
。
収
筆
・
丸
く

止
め
な
い
。
転
折
・
二
段
に
角
ば
っ
て

折
れ
る
。
点
・
三
角
形
に
。

○ 

字
形
… 

右
上
が
り
に
、
ガ
ッ
チ
リ
と
懐

ふ
と
こ
ろ

を
広

く
す
る

※
元
気
よ
く
書
こ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

筆
＝
和
筆
・
羊
毫
筆　

墨
＝
和
墨
・
油
煙
墨

紙
＝
中
国
画
仙
紙

か
な
条
幅　

１
級
～
10
級 

（
内
堀
信
嶺
）

○ 

前
半
で
行
の
伸
び
や
か
な
流
れ
を
強
調
し
、
後

半
に
構
築
性
を
意
識
し
て
み
ま
し
た
。

○ 

全
体
に
粗
密
・
流
動
の
変
化
を
求
め
て
み
ま
し

た
。

○ 

布
置
章
法
は
今
ま
で
の
作
例
と
指
し
た
る
違
い

は
な
い
の
で
、
参
考
手
本
を
観
察
し
な
が
ら
、

行
の
流
動
を
考
え
て
書
い
て
み
て
く
だ
さ
い
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
か
な
条
幅
用
筆　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
か
な
用
画
仙
紙

か
な
条
幅　

五
段
～
準
初
段

 （
中
村
清
徳
） 

　
「
白
露
」
や
さ
し
い
行
書
で
入
る
「

」
よ

く
使
う
変
体
仮
名
で
す
が
字
源
は
古
典
体
の

「
爾
（
尓
）」
で
あ
る
事
を
知
っ
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
次
は
変
体
が
な
を
入
れ
つ
ゝ
行
の
振
幅
を

考
え
ま
し
ょ
う
。「
秋
」
は
書
写
体
を
使
用
し

ま
し
た
。
二
行
目
は
思
い
き
っ
て
の
び
や
か
に

渇
筆
で
振
幅
を
つ
け
つ
ゝ
書
き
上
げ
ま
し
ょ

う
。
結
句
「
玉
」
で
入
墨
「

」
で
広
が
り

を
表
現
、「
ち
利
介
類
」
を
引
き
締
め
て
作
品

を
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

〈
用
具
・
用
材
〉

　

筆
＝
か
な
用
条
幅
筆　
　

墨
＝
和
墨

　

紙
＝
画
箋
紙

向
勢
に

し
っ
か
り

圧
を
か
け
る

含
墨

突
く

骨
力

含
墨

動
き
を
つ
け
て
長
く

低
く

鋒
を
沈
め
て

　
　

起
こ
す

字
間
に
留
意

息
長
く
三
文
字
連
綿
で

「
耳
」の
変
体
が
な

結
体
の
変
化
に
注
意
し
、
三
文
字
連
綿
で

墨
継
ぎ
◎

間

間

（

）
（

）

大
小
の
変
化
と
太
細
の
変
化
を

行
書
で
ゆ
っ
た
り
と
入
筆

爾（
尓
）

可行
を
引
き
締
め
て

幾

書
写
体
（
偏
と
旁
が
反
対

に
な
っ
て
い
る
）

ゆ
っ
た
り
と
運
筆

渇
筆
で
大
ら
か
に

入
墨

  

▲

 

▲

広
が
り
を

筆
を
静
め
て

引
き
締
め
を

免

怒

入
墨

楚

引
き
締
め
を！

介
利

広
が
り
を

類

左
を
長
く

始
筆
太
く
角
張
る 方

形

太

太

右
に
寄
せ
る

か
っ
ち
り
と

折
り
返
す

太
・
ガ
ッ
チ
リ
と

太

こ
の

部
分

長
く

伸
び
や
か
に

太

こ
の

部
分

長
く

点
の

位
置
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